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介紹

田
ア
ジ
オ
「
高
田
露
士
と
落
合
の
火
葬
場
　
　
江

戸
の
周
縁
と
し
て
の
戸
塚
・
落
合
　
　
し
（
戸
塚

・
落
合
編
）
、
北
原
進
「
市
谷
薬
王
寺
と
門
前
町

の
成
立
」
（
牛
込
編
）
、
西
沢
爽
「
は
や
り
唄
と
新

宿
」
（
四
谷
編
）
な
ど
で
あ
る
。

　
次
に
索
引
編
に
は
詳
細
な
五
十
音
索
引
・
町
区

域
索
引
が
作
成
・
所
収
さ
れ
て
い
る
。
五
十
音
索

引
は
、
各
地
図
に
表
記
さ
れ
る
項
目
す
べ
て
を
五

十
音
順
に
整
理
し
、
分
類
項
目
（
例
、
武
家
屋
敷
、

町
人
拝
借
地
）
・
町
区
域
・
年
代
・
収
録
個
所
・

参
照
項
目
を
列
記
す
る
。
町
区
域
索
引
は
、
五
十

音
索
引
項
習
を
一
五
三
の
町
区
域
ご
と
に
分
け
、

時
代
別
・
土
地
利
用
別
に
編
成
す
る
。
い
ず
れ
も

編
者
の
労
が
生
き
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
こ
の
索
引
編
に
も
解
説
が
付
さ
れ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
「
索
引
か
ら
見
た
新
宿
区
」
（
近

世
・
近
代
）
論
文
二
編
、
及
び
「
町
と
く
ら
し
」

に
関
す
る
エ
ッ
セ
イ
九
編
で
あ
る
。

　
以
上
、
概
略
を
紹
介
し
た
。
最
後
に
本
成
果
の

意
義
を
三
点
指
摘
し
て
お
く
。

　
第
一
に
、
急
激
な
変
貌
を
遂
げ
る
大
都
市
江
戸

・
東
京
の
過
去
の
景
観
を
記
録
し
た
点
で
あ
る
。

と
り
わ
け
副
都
心
と
し
て
景
観
変
化
の
著
し
い
新

宿
区
に
お
い
て
本
成
果
が
得
ら
れ
た
こ
と
は
重
要

で
あ
る
。

　
第
二
に
、
小
地
域
単
位
（
牛
込
、
四
谷
な
ど
）

で
年
代
順
に
絵
図
・
地
図
を
並
べ
る
こ
と
に
よ
り
、

景
観
変
遷
が
一
目
瞭
然
と
な
っ
た
点
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
詳
細
な
土
地
利
用
の
変
化
が
溜
取
さ
れ
る
。

　
第
三
に
、
絵
図
・
地
図
が
地
域
を
考
え
る
際
、

重
要
で
あ
る
と
認
識
さ
せ
た
点
で
あ
る
。
近
年
、

市
町
村
史
で
も
、
こ
の
傾
向
が
指
摘
で
き
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
本
成
果
は
、
歴
史
学
・
地
理
学

な
ど
の
研
究
だ
け
で
な
く
、
都
市
計
画
や
郷
土
学

習
な
ど
に
も
貴
重
な
労
作
で
あ
る
。

　
（
『
新
宿
区
地
図
集
』
　
一
九
七
九
年
三
月
　
特
別

　
頒
箱
価
格
一
三
〇
〇
円
　
『
地
図
で
見
る
新
宿
区

　
　
の
移
り
変
わ
り
』
全
五
冊
　
一
九
八
二
年
三
月
～

　
　
一
九
八
七
年
八
月
　
い
ず
れ
も
A
4
判
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
田
忠
賢
　
京
都
大
学
大
学
院
生
）

　
　
受
　
贈
　
図
　
書

　
　
　
　
　
（
一
九
八
六
年
一
一
月
一
七
日
～

　
　
　
　
　
　
一
九
八
七
年
七
月
二
四
日
）

鹿
児
島
経
大
論
集
　
二
七
i
三
、
二
八
一
一

ア
メ
リ
カ
史
評
論
（
関
西
ア
メ
リ
カ
史
研
究
会
）

　
四
、
五

駿
台
史
学
（
駿
台
史
学
会
）
　
六
八

国
際
文
化
論
集
（
西
南
学
院
大
学
学
術
研
究
所
）

　
一
一
　

歴
史
学
と
歴
史
教
育
（
近
畿
大
学
）
　
三
二

人
文
学
科
論
集
（
鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
）
　
二

　
四
、
二
五

一
橋
概
究
（
一
橋
大
学
大
学
院
）
　
一
一
－
二
、

　
三
、
四

韓
国
史
研
究
彙
報
（
ソ
ウ
ル
国
史
編
纂
委
員
会
）

　
五
四

神
道
史
研
究
（
八
坂
神
社
神
道
史
学
会
）
　
三
三

　
一
四
、
三
四
i
四

史
学
科
報
告
（
鹿
児
島
大
学
教
養
部
）
　
三
三

ユし

ﾄ
製
（
朝
鮮
社
会
科
学
院
図
薔
館
）
　
一
〇

大
津
市
史
（
大
津
市
役
所
市
史
編
纂
室
）
　
九

文
明
（
東
海
大
戯
文
開
研
究
所
）
　
四
八

古
代
史
研
究
（
立
教
大
学
古
代
史
研
究
会
）
　
五

史
朋
（
史
朋
同
人
）
　
悟
了

神
道
古
典
研
究
会
報
（
神
道
大
系
編
纂
会
）
　
八

紀
尾
井
史
学
（
上
智
大
学
大
学
院
史
学
専
攻
院
生

　
会
）
　
六

三
康
文
化
研
究
所
所
報
　
一
二

湘
南
史
学
（
東
海
大
学
大
学
院
日
本
史
学
友
会
）

　
七
・
八
合
併
号

経
済
論
究
（
九
州
大
学
大
学
院
経
済
学
会
）
　
六

　
六
富
士
論
叢
（
富
士
短
期
大
学
学
術
研
究
会
）
　
三

　
一
一
二

産
業
社
会
論
集
（
立
命
館
大
学
産
業
社
会
学
部
）
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一
一
二
一
三

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
史
料
　
第
二
九
冊

東
京
商
船
大
学
研
究
報
告
　
三
七

奈
良
史
学
（
奈
良
大
学
史
学
会
）
　
四

民
族
研
一
究
（
北
京
昆
族
研
究
編
輯
部
）
　
　
二
、
六

総
合
研
究
所
報
（
福
岡
大
学
）
　
八
九
～
九
六

神
道
学
（
出
雲
大
社
神
道
学
会
）
　
一
三
二

｛
芯
敬
堂
｛
古
地
㎜
凶
屠
録
　
　
二
六

東
京
学
尋
云
大
学
紀
要
　
三
八

西
洋
史
論
叢
（
皐
稲
田
大
学
西
洋
史
研
究
会
）

　
八
南
方
文
化
（
天
理
南
方
文
化
研
究
会
）
　
＝
二

福
岡
大
学
人
文
論
叢
　
一
八
…
三

山
口
大
学
文
学
会
志
　
三
七

岩
手
史
学
研
究
（
岩
手
大
学
教
育
学
部
岩
手
史
学

　
会
）
　
七
q

龍
谷
大
学
論
集
（
龍
谷
学
会
）
　
四
二
九

東
京
工
業
大
学
人
文
論
叢
　
一
ご

日
本
研
究
（
釜
山
大
学
校
臼
本
問
題
研
究
所
）

　
五
経
済
論
集
（
無
音
大
学
校
経
済
研
究
所
）
　
二
五

　
－
四

団
。
g
。
巨
。
同
①
〈
試
ミ
（
η
音
大
学
校
経
済
研
究

　
所
）
　
二
〇

文
化
愚
ず
年
報
（
同
士
心
祉
大
学
文
化
齢
ず
A
写
）
　
　
一
二
六

人
文
学
（
同
志
社
大
学
人
文
学
会
）
　
一
四
三
、

　
一
四
四

札
幌
大
学
教
養
部
紀
要
　
二
九
及
び
分
冊

岡
山
市
立
オ
リ
エ
ン
ト
飴
天
徳
仙
人
研
引
下
編
軍
要
　
　
六

福
島
大
学
教
育
学
部
論
集
　
四
〇

一
橋
研
究
（
一
橋
大
学
）
　
一
一
－
四
、
一
更
ー

　
一ア
ジ
ア
研
究
所
紀
要
（
亜
細
亜
大
学
ア
ジ
ア
研
究

　
所
）
　
一
三

人
文
科
学
論
集
（
信
州
大
学
人
文
学
部
）
　
二
一

愛
知
学
院
ふ
人
立
文
瀞
ず
煎
即
紀
面
ズ
　
一
六

東
北
学
院
大
学
論
集
　
一
八

歴
史
研
究
（
大
阪
教
育
大
学
歴
史
学
研
究
室
）

　
二
四

山
形
大
学
史
学
論
集
　
七

京
都
部
落
史
研
究
紀
要
　
七

徳
島
大
学
教
養
部
紀
要
　
二
二

国
際
文
化
論
集
（
西
南
学
院
大
学
）
　
一
－
二

駿
台
史
学
（
明
治
大
学
駿
台
史
学
会
）
　
六
九
・

　
七
〇

西
洋
史
学
報
（
広
島
大
学
西
洋
史
学
研
究
会
）
売

　
＝
二

紀
要
一
史
学
科
（
中
央
大
学
文
学
部
）
　
三
二

経
済
経
営
論
集
（
龍
谷
大
学
経
済
・
経
営
学
会
）

　
二
六
－
一
二
。
四

昆
族
研
究
（
北
京
罠
族
研
究
所
）
　
一

社
会
面
済
史
学
（
慶
応
義
塾
大
学
社
会
経
済
史
学

　
ム
調
）
　
　
五
二
i
六

石
炭
研
究
資
料
叢
書
（
九
州
大
学
石
炭
研
究
資
料

　
セ
ン
タ
ー
）
　
八

史
学
論
集
（
駒
沢
大
学
大
学
院
史
学
会
）
　
一
七

鹿
児
島
経
大
論
集
（
経
済
学
部
学
会
）
　
二
七
一

　
四
岡
崎
市
史
研
究
　
九

三
浦
古
文
化
　
四
〇

立
命
館
産
業
社
会
論
集
　
ニ
ニ
i
四

札
幌
大
学
女
子
短
期
大
学
部
紀
要
　
九

海
事
史
研
究
（
日
本
海
事
史
学
会
）
　
四
四

研
究
年
報
（
東
洋
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
文
化

　
研
究
所
）
　
二
一

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
年
報
　
一
九
八
六

日
本
文
化
研
究
所
研
究
報
告
（
東
北
大
学
日
本
文

　
化
研
究
所
）
　
別
巻
第
二
四
集

三
康
文
化
研
究
所
年
報
一
八

歴
史
研
究
（
大
阪
府
立
大
学
）
　
二
五

歴
史
教
育
論
集
（
慶
北
大
学
校
師
範
大
学
歴
史
教

　
育
科
）
　
八
・
九

東
洋
文
献
類
目
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
）

　
一
九
八
四
年
度

史
学
研
究
集
録
（
国
学
院
大
学
臼
本
史
学
専
攻
大

146 （822）



　
学
院
会
）
　
＝
一

米
沢
史
学
（
山
形
県
立
米
沢
女
子
短
大
米
沢
史
学

　
会
）
　
三

慶
大
史
論
（
慶
南
大
学
校
史
学
会
）
　
三

社
ム
瓜
科
瀞
†
弘
醐
叢
（
長
崎
大
学
教
育
学
部
）
　
　
一
二
山
ハ

八
幡
大
学
論
集
（
八
幡
大
学
法
経
学
会
）
　
三
七

　
一
四

韓
国
史
研
究
彙
報
（
刈
苦
特
別
市
国
史
編
纂
委
員

　
会
）
　
五
五

研
…
究
紀
要
（
尾
道
短
期
大
学
）
　
　
一
一
工
ハ

信
濃
（
信
濃
史
学
会
）
　
三
九
一
四

神
道
学
（
出
雲
大
社
内
神
道
学
会
）
　
一
三
三

茨
木
大
学
人
文
学
部
紀
要
（
社
会
学
部
）
　
二
〇

人
文
学
科
論
集
（
茨
木
大
学
）
　
二
〇

皇
学
館
大
学
紀
要
　
二
五

史
友
（
青
山
学
院
大
学
史
学
会
）
　
一
九

人
文
論
叢
（
福
岡
大
学
総
合
研
究
所
）
　
一
八
1
・

　
四正
倉
院
年
報
九

日
本
常
民
文
化
紀
要
（
成
城
大
学
大
学
院
文
学
研

　
究
科
）
　
一
三

日
本
文
化
史
研
究
（
帝
塚
山
短
大
霞
本
文
化
史
学

　
会
）
　
八

横
須
賀
市
博
物
館
研
究
報
告
（
横
須
賀
市
人
文
博

　
物
館
）
　
三
〇

社
会
学
年
誌
（
早
稲
田
大
学
社
会
学
会
）

東
洋
文
化
（
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
）

　
七
薙
谷
史
壇
（
龍
谷
大
学
史
学
会
）
　
八
九

凹凹

k
十
ハ
瀞
ず
文
学
部
研
究
仁
や
報
　
　
一
二
六
　
、

同
朋
大
学
論
叢
（
同
朋
大
学
同
朋
学
会
）

六八
五
五

　
　
『
史
林
』
投
稿
規
定

　
本
誌
の
投
稿
規
定
は
次
の
通
り
で
す
。

◇
資
格
　
本
会
会
員
で
あ
る
こ
と
。

◇
投
稿
受
付
原
稿
の
種
類
、
長
さ

　
○
論
説
　
四
〇
〇
字
詰
八
○
枚
以
内

　
○
研
究
ノ
ー
ト
四
〇
〇
字
詰
五
〇
枚
以
内

　
○
研
究
動
向
　
四
〇
〇
字
詰
五
〇
枚
以
内

　
○
書
評
　
四
〇
〇
字
詰
二
〇
枚
以
内

　
○
紹
介
　
四
〇
〇
字
詰
三
枚
程
度

◇
論
説
に
は
四
〇
〇
字
以
内
の
「
要
約
」
と
「
欧

　
文
要
約
」
を
添
付
の
こ
と
。

◇
研
究
ノ
ー
ト
・
研
究
動
向
・
書
評
に
は
、
「
欧

　
文
タ
イ
ト
ル
」
の
み
添
付
の
こ
と
。

◇
注
は
各
章
末
に
入
れ
る
こ
と
。

　
送
り
先
　
　
史
林
編
集
委
冨
貝
A
瓜

　
　
　
　
〒
六
〇
六
　
　
由
黒
都
市
左
山
高
区
士
口
田
・
本
町
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
大
学
文
学
部
内

　
　
編
集
後
記

　
七
一
巻
五
号
は
難
産
で
し
た
。
五
月
以
来
、
三

度
鼠
の
編
集
委
員
会
で
よ
う
や
く
成
立
を
見
た
次

第
で
す
。
刊
行
の
遅
れ
は
ひ
と
え
に
編
集
委
員
会

の
貴
任
で
す
が
、
投
稿
が
減
少
し
て
も
審
査
の
水

準
は
下
げ
ず
に
誌
薗
の
質
を
守
っ
て
い
る
た
め
と

義
理
解
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
こ
の
審
査
と

い
う
の
も
な
か
な
か
難
し
い
問
題
で
、
編
集
委
員

の
役
割
と
は
何
か
悩
む
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
が
、

採
否
・
修
正
希
望
な
ど
の
決
定
は
慎
重
な
審
議
を

経
た
上
で
出
し
て
お
り
、
ま
ず
は
“
岡
目
八
目
”

の
正
し
さ
を
信
じ
て
い
た
だ
い
て
よ
い
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
会
員
諸
兄
姉
の
積
極
的
な
御

投
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
（
こ
）

藏
鍛
簸
朋
二
語
選
定
価
δ
○
○
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
送
料
五
〇
円

　
・
更
　
林
　
第
七
一
巻
第
五
号
（
通
巻
第
二
四
九
号
）

　
　
　
京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

　
　
　
京
都
大
学
文
学
蔀

発
行
人

山
制
所

中鐸史
村雫長
篇1藤嚢1

山霧縄摯

難詣嶢究

社琶三嘉会

147 （823）



　
史
学
研
究
会
大
会
・
総
会
の
お
知
ら
せ

左
記
の
ご
と
く
、
本
年
度
の
史
学
研
究
会
大
会
お
よ
び
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
す

の
で
、
多
数
御
出
席
下
さ
い
。

　
　
日
　
　
時
　
　
昭
和
山
ハ
十
一
二
年
十
⊥
月
二
日
　
（
水
）
午
後
一
時

　
場
　
所
　
京
都
大
学
楽
友
会
館

　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
バ
ス
近
衛
通
下
車
東
入
ル
）

　
公
開
講
演

　
　
旧
石
器
蒔
代
の
「
住
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
中
　
一
　
郎

　
　
カ
ベ
イ
ラ
の
水
車
と
淀
の
水
車
　
　
　
末
尾
至
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
学
研
究
会

14S　（824）
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